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＜事例発表＞

1． 排泄ケアの見直しによるコストダウンと患者様・介護者のＱＯＬ向上

（現場での問題点）

・オムツの重装備（パッド重ねの使用）

・患者様への不快感

・オムツ補充の為の作業

・交換時間の効率の悪さ

　　　　　　↓

　　　廃棄物の増加になる

○導入前は～紙オムツカバー　＋　フラット　＋　尿取りパッド

　　　　　　　　　　　　　　　↓（見直し）

　　　　　　パッド１枚での対応、吸収力あり、長時間使用

· ユニチャーム排泄リハビリケアシステムの導入

1 日中、夜間オムツの種類を換え、実施する（以前は日中も夜間と一緒の種類のオムツを使っていた）

2 オムツのあて方の習得

3 患者様の排泄パターンを見極める（オムツ外しへの取り組み）

· 過程

導入したものの、尿取りパッド１枚では不安

ユニチャーム商品を使用したが以前と同じパッドの重ね使い

　　　　　↓

　　もれの原因となる

スタッフが排泄に対する意識改革

　モニター時と同じようにパッド１枚での対応

　１ヶ月後オムツ交換時間の短縮→ゆとりの創出（例：入浴時間の延長等）

· 改善された事柄

· 患者様の排泄パターンの獲得

· スキントラブルの減少

· 廃棄物減少

· コストの削減

· モレの軽減

· 個別ケアの実施

本人らしい排泄の提供

· 積極的なトイレ誘導

· 本人に合わせたオムツ選び

· 自立排泄への取り組み

［考察］

2． コスト削減、廃棄物減少には成功したようですが、感じた事は患者様のニーズに答えているのではなく、介護者の都合に合わせているのではないかという事です。オムツをつけているという前提でケアを行っていますが、患者様のＱＯＬ向上を目指しているのなら患者様個々の排泄パターンを把握し、オムツ外しに力を入れた方がいいのではと思いました。排泄ケアの見直しというなら、オムツしている方でもトイレ誘導が可能な方なら積極的にトイレ誘導していき、このまま（オムツ）の現状でいいのか検討してみる事も大切だと感じました。

3． 現状で

4． ４回交換への取り組み

・開設当初のケア

　オムツ交換回数　７回

　オムツ交換時間　５時　９時　１１時　１３時　１６時　２０時　２３時

　使用形態　外側のオムツ（紙オムツ）

　　　　　　尿取りパッド

　　　　　　フラット

（問題点）

· オムツの種類少ない→尿量、汚染状態を考えずパッド使用

· 外モレの発生

· オムツの過剰装備

· 無駄なコスト、入所様への負担、職員の負担

（取り組みと結果）

　使用商品の見直し～個々の排尿パターンに合わせる

　交換時間の見直し～７回から６回交換へ

· より快適性のよいもの

· 夜間良眠の獲得

· 自立支援に向けて

（更なる問題点）

使用商品増えたので混乱（スタッフがオムツの種類間違える）

　　↓

　　オムツの勉強会、モニターリング実施

　　オムツのあて方の習得

　　個別のオムツ選定

　　ゆとりの創出

・オムツ時間（４回）　　４時半　９時　１４時　２１時　に変更する

（成果）

　入所者様の安静時間の確保

　遊ビﾘの充実

　職員にゆとり（入所者様のケア、コミュニケーション時間に）

· 不安点

1 長時間オムツ交換しないのでスキントラブル増えるのでは？

2 外モレが多くなる

· 対策～朝オムツ交換時、陰部洗浄

　　　　　清潔ケアの充実

　　　　　職員同士のコミュニケーション（皮膚に異常あればすぐに報告）

　　　　職員の意識の向上

排泄チェック表の記入例（失禁していた際は、どこまで漏れているか［シーツ、衣類］）

· 改善後のメリットと今後

· 個別ケアの向上

· 職員の意識向上

· ケアプランの充実

＜考察＞

　オムツ交換を４回に減らしたそうですが、果たしてそれで入所者の方は自立支援に向かっているというのか疑問になります。オムツ交換の回数が４回に減った事で衛生的に悪く、スキントラブルが起りやすいのではないかという質問に対し、対策として毎朝陰部洗浄施行と皮膚に異常があればすぐに報告、とありましたが、朝だけの陰部洗浄だけでいいのか、皮膚に異常が発する前に防止するのが先決ではないのかと感じました。また、介護者の負担軽減を考え、入所者様の負担や個別ケアを考えていないようにとらえてしまいました。「改善後のメリットと今後」に個別ケアの向上とありますが、１日4回のオムツ交換と決めていたら個別ケアと全然言えないと思います。オムツのチェック表については、失禁していた際どこまで失禁していたか等詳しく分かりやすく記入しているのは、参考にしたいと思いました。
＜ライフリー「排泄リハビリケアシステム」の提案＞

ユニチャーム（株）

　ケアアドバイザー　田中　千佳子

ケアアドバイザー　蛯名　佳子

○する人もされる人も嬉しい

　どのような事が嬉しいのか→人として当たり前の生活を送りたい～自分らしく生きたい！！

・自分らしい生活とは？

　排泄～自分で行う

　生活リズム～昼活動し、夜眠る

　　　↓

　病気、障害、老化により、日常生活動作が出来なくなる

　　　↓

介護が必要となる

　　　↓リハビリケアにより

　その人らしい生活

○実践～従来のオムツとユニチャームのオムツの吸収力等の違い

＜考察＞

　実践で、実際に従来のオムツとユニチャームのオムツに液体をコップ三杯分入れ、吸収力の違いを間近で見ました。吸収力も速いのですが、吸収した後液体は下方に下がり、オムツの表面はさらさらになる為、おしりにあたる所はさらさらになるという所もポイントだなと感じました。しかし、私にはユニチャームのオムツの宣伝をしているように感じました。始めの事例検討でもユニチャームのオムツに換えたらコスト削減・おむつ交換回数の減少に成功したとありました。当病院では、患者様の排泄パターンを把握してオムツを外し、トイレでの排泄を目指しているので、今回の講演会ではオムツをつけていく上でのケアだったので、参考に出来る物は少なかったです。同時に介護をする自分だけの負担を考えるのではなく、第一に患者様の負担、不安を取り除き、患者様のニーズに答える事を考えケアにあたっていきたいと改めて考えました。










